
実  施  記  録 

 

１ 日 時   平成 30年６月 23日（土）13：30～14：20 

２ 年 組   広島大学附属東雲中学校 第１学年24名（男子 12名，女子 12名） 

３ 授業者   奥田 努 先生（福山市立加茂中学校） 

４ 単元名   文字式 

５ 本時の目標 数の石垣を通して，文字の必要性を味わうことができる。 

学習過程 学習活動 指導上の留意点（◆評価） 

導 入 

(10分) 

数の石垣の仕組みを知る。 

 

 

 

 

 

 

〔 条 件 〕 

・３段の石垣とする。 

・２・３段目は下の段をたすこととする。 

・１段目は左下の数の２倍，３倍とする。 

・例題を２つ確認する。 

展 開 

(30分) 

「左下の数は何でしょうか？」 

（予想される活動） 
・適当に数をあてはめる。 

 ・1,2,3 と順にあてはめる。 
 ・小数や分数を使って考える。 
 ・５の倍数をあてはめる。 
 ・左下と頂点の数が８倍であることに気づく。 

発表する。 

(左下の数)×８＝(頂点の数)になる理由を考える。 
 

  ○×8   

    


